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早いもので、1 学期も残り 2 週間となりました。今年度はかなり出張が多くて、なかなか

子どもたちと過ごすことができません。「校長先生、今日おる？」があいさつ代わりの子ども

たちもいます。もっとゆっくり子どもたちとかかわる時間を確保したいものです。 

さて、7 月の全校朝会では、4 月に話したつながるための３つの「あ」についてみんなで

振り返りを行いました。一つ目の「あいさつ」については、家の人やバスの運転手さんに挨

拶ができたと発表してくれました。「あいてを思う」については、友達と楽しく過ごすことが

できたと発表してくれました。しかし、前月行ったいじめのアンケートでは、何かしら友達

から嫌なことをされたと回答した児童が、74名中23名もいました。「ものを隠された」「悪

口を言われた」「たたかれた」などなどです。結果を受けて担任が聞き取りを行い、ご家庭へ

も連絡すると思います。この後をしっかりと見守っていきたいと思います。子どもたちには、

お友達に嫌なことをしてしまった人も、7 月は仲良くしていこうねと話しました。「あきらめ

ずにかかわる」あの人はこんな人だよねと決めつけずに、かかわっていこうねと話しました。 

あと 2週間「あ～楽しかった」と終業式を迎えられるようにみんなで頑張っていきます！ 

 

 

 

なんだか今年は行事ごとに雨の心配をしているような気

がします。とはいえ、どれもかけることがなく何とかギリ

ギリの状態で、実施できています。このサンドアートも同

じで、６時～７時過ぎまで雨が降っていて、本当に実施で

きるのかとても心配でした。 

ところが、いざ出発するという時間には雨はやみ、砂浜

で活動しているときは

時折日差しもあって少

し暑く感じるときもありました。「みんなで協力して日本

一、いや世界一のすばらしい作品をつくり上げよう！」

のめあてのもと、今年のテーマ「黒川」にそって、どの

班も黒川の特徴をよく考えていました。伊万里湾大橋あ

り、神社の鳥居あり、花火あり、山あり、友達あり、カ

ブトガニありで審査しなければならなかったのですが、

つながるための 3 つの「あ」

６月１９日（金）サンドアートフェスティバル 「地域とつながる」 

       

 

             

        



非常に点数をつけるのが難しか

ったです。結局、１位、２位、

３位、と順番はつきましたが、

どの班もみんなで協力して作成

し、みんな満足そうな笑顔で終

わることができました。 

お弁当もおいしく食べ、お菓

子も食べ、思いっきり遊んで

「さあ帰りましょうか」というときになって雨が降り出しました。学校についてからはどし

ゃ降り・・・子どもたちの作品はどうなったのかしら…と思いつつ、とりあえずできてよか

った～と胸をなでおろしました。子どもたちの日ごろの行いがいいのでしょうか⁉ 

そして、いまりんビーチにはたくさんの保護者の皆様にも来ていただき、ありがとうござ

いました。来年あたり、職員の部や保護者の部も作ってよいのでは？なんて一人で考えてい

ました。久しぶりに泥遊びしたくなりませんでしたか？我こそはという方はぜひ！！ 

 

 

みなさん、中払大介さんってご存じですか？元プロ

サッカー選手で、アビスパ福岡や京都パープルサンガ

で活躍された方だそうです。知っている先生方はすご

くテンションが上がっていました。子どもたちはもち

ろん活躍されていたことは知らないと思いますが、ボ

ールのけり方などを教えてもらい、プロの技を目の当

たりにして、あっという間に仲良くなっていました。

男女に分かれて試合をしたり、大人対子どもで試合を

したりしました。男子対大人の試合は大人の勝利！なんと！女子対大人では女子のチームの

勝利でした。中払さん曰く、これで、子どもに負けたのは３校目だそうです。子どもたちが

とてもよく動いていたのを誉めてくださいました。 

ちょうどワールドカップの時期と重なり、子どもたちのサッカースイッチが入りました。

おかげで、次の日の日本戦はちょっとだけみんなで応援しま

した。1・2 年、３・４年は一緒に、5 年 6 年はそれぞれの

教室で盛り上がりました。ちゃんと国際理解とか愛国心とか

につながるいい機会にもなったことでしょう！ 

 

 

６月２５日（木）アスリート派遣事業４～６年 「みんなとつながる」 


